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Ⅰ　はじめに

　すでによく知られているように、近年にお

いて社会経済はインターネットテクノロジー

の進化に代表されるデジタル革命とグローバ

リゼーションとの結合により大きく変化して

きつつある。一般にはこのような変化はオー

ルドエコノミーとニューエコノミー（デジタ

ルエコノミー）という視点から論じられるこ

とが多い。そしてこのような変化は情報およ

び情報産業をベースに考えて行くことを必要

としている。（１）

　これまでの経済学はデジタルエコノミー出

現以前の経済をベースにした仮説と前提に基

づいており、いわゆるパラダイムの転換を受

けてその再定義や領域の拡大がもとめられつ

つある。本稿で私はウィリアム・Ｈ・メロディ

の「情報：制度分析の新次元」を採り挙げて

みることとした。（２）メロディは情報およびコ

ミュニケーションという問題に制度主義的（３）

な視点からアプローチしている。特にメロ

ディは新しい情報とコミュニケーションテク

ノロジーがどのように現在の経済制度の構造

を根本的に変化させるか吟味しているし、経

済の新しく急速に成長しつつある分野での

「情報市場」の発展の多様性についても吟味し

ている。また、主要な経済理論と情報および

コミュニケーションとの関連についても言及

している。

　従って、メロディのアプローチは情報およ

びコミュニケーションと経済学の関連を考え

る上での分析のひとつの糸口を与えるもので

あると同時に現代における制度的アプローチ

の有効性を明らかにする一つの材料となると

考えた。

Ⅱ　メロディの基本的な視点

　メロディも指摘しているように、社会の機

能はその社会の構成員間の情報とその効果的

なコミュニケーションに依存している。情報

およびそのコミュニケーションの手段は基本

的かつ広範囲にわたりその影響をあらゆる制

度に及ぼす。情報およびコミュニケーション

のシステムの経済的な特徴は発生した情報の

性質および使用され解釈されている性質に影

響を与える、といえる。
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　したがって「広い意味で、どんな社会にお

いても社会的、文化的、政治的および経済的

な制度は、それらの制度の中にある共有され

ている情報の特徴により定義される。より狭

い経済的な意味では、恐らく何らかの経済、

産業、生産過程あるいは家計の経済的な効率

を決定している最も重要な源泉である。情報

の特徴はすべての社会的および経済的プロセ

スの根底にある知識の状態を決定しているこ

とである。それらは社会的現実の解釈を体系

化している基礎を与えている」（４）

　ちょうど空気が人間の身体の機能の研究に

とって中核的であるのと同様に情報は経済シ

ステムの機能の研究にとって中核的なもので

ある。それにも関わらず、経済思想の歴史を

通じて情報には殆んど直接的な関心を向けら

れていない。空気と同様に、一般に情報は絶

対に本質的なものであり、コストもかからず、

普及しているにもかかわらず特別関心を払わ

れていない。

　次にメロディは新古典派経済学と制度派経

済学とについて次のように述べている。「新

古典派の理論では、『完全な情報』あるいは

『完全な知識』という基本的な仮定があるので、

すぐに重要な経済的な問題の分析に進むこと

ができる。制度派経済学者は情報の問題を当

然のこととして決めてかからないし、経済的

な問題の説明の一部分としての情報の不完全

さに必要に応じて関心をもつ。しかし、彼ら

でさえ、経済的および社会制度の進化にとっ

て社会における情報構造の重要さにより深い

関心をもつことは滅多にない。社会における

経済的および政治的制度の構造は重大な情報

の問題を作り出していることは明らかである。

しかし、それにもかかわらず、情報の構造と

その他の制度的特徴との間の関連ついて、あ

るいは情報構造の変化がいかに特定の制度の

発生と崩壊に影響を与えているかについては

殆んど知られていない。」（５）

Ⅲ　情報と制度

　制度についてウォルトン・ハミルトンは「あ

る集団の諸習慣、もしくはある民族の諸習慣

として定着している多少なりとも支配的かつ

永続的な思考または行為の仕方。・・・・諸制

度は人間存在の諸活動の範囲を固定し、それ

らの活動を型にはめるものなのである」（６）と

定義しているし、ヴェブレンは「大多数の

人々に共通する思考習慣が恒久化されたも

の」（７）と定義している。制度は集団内である

いは正式な組織で活動している諸個人の間で

の相互作用のパターンを反映している。相互

作用のパターンは慣習、法律、組織的な役割

あるいはその他の行動への指針によって決定

される。ある制度を維持しているのは相互作

用のパターンである。また相互作用のパター

ンにおける変化が制度内の諸変化をもたらす。

この相互作用の本質は情報のコミュニケー

ションである。

　メロディは「すべての制度の定義と構造の

双方は情報の状態によって重大な影響を受け

る。制度は情報を共有したいという欲望の発

達から生ずる。それによって相互作用のパ

ターンが育成される。・・・・経済的な分析に

とって同様に重要なことは、制度が意思決定

をするためにその他の制度や諸個人により使

われている外的環境のための情報を生む、と

いう事実である。社会におけるいかなる特定

の情報的構造にとっても、いかにその社会が

機能しているかということに影響をあたえる

関連した情報構造が存在する、ということで

ある。いくつかの制度的構造は、その他より
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もより多くの情報の創造と拡散のために伝導

力のある条件と発端とを与える。情報の構造

と質とは同様に制度的な構造における変化の

結果として変化する。もしも制度的な変化が

望まれているとしたら、必須条件としてあるい

は効果的な制度的変化の本質的な局面として

情報構造を変化させることが必要である。」（８）

　したがって、情報およびコミュニケーショ

ンの構造に影響を与える要素は、すべての制

度の研究にとって中核的であり、しばしば経

済制度に関して支配的である、といえる。

　ところで、経済的分析にとって情報はさま

ざま視点から見ることができる。ひとつは全

体的な環境的な条件として、である。つまり

経済的意思決定のための制度的なバックグラ

ウンドを与える一般的に描写される情報であ

る。もうひとつのものは。永続的な価値を持

ち人々の記憶に蓄積されるものもある。本、

映画、コンピュータのテープやその他の方法

においてである。社会的な見地から情報の蓄

積は知識の全体のストックを表している。そ

れは科学やテクノロジーにおける改善、芸術

や文学の発展、労働や社会についての理解の

改善、およびその他の方法の結果として増加

する。

　この視点からテクノロジーはすべての知識

のストックにおいて蓄積された情報の特定の

応用の一例である。新しい技術的加工品は単

に知識の状態から引き出された特定の一組の

情報の物理的な具体化を表しているに過ぎな

い。

　情報のコンセプトの最も重要な適用は社会

における知識の長期的な蓄積と拡散という点

に関して、である。また、それは制度の社会

的、政治的および文化的な側面に経済的な問

題を関連づける共通の根拠を与える。情報は

しばしば社会的、政治的および文化的な分析

の構成要素である、と考えられる。

Ⅳ　経済思想の進化と情報

　次にメロディは、経済思想史における「情

報」について触れている。

　「アダム・スミス、カール・マルクスおよび

古典派経済学者たちは、主として動的な経済

システムにおける長期的な資本蓄積および社

会への含意ついて関心をもっていた。情報の

概念は分析のための焦点として使われること

はめったに無かったけれども、経済制度およ

び経済成長への情報システムおよびコミュニ

ケーションシステムの含意についてはしばし

ば認識していた。」（９）

　たとえばスミスは分業が市場の大きさによ

りいかに限定されるかについての古典的な説

明の中で市場の大きさを決定する極めて重要

な要素としてコミュニケーションシステムの

影響を述べている。すなわち、水路によって

水を陸路で運ぶことによってのみ与えられる

よりもより広範囲に及ぶ市場があらゆる産業

に対して開かれるようになったように、あら

ゆる種類の産業が自然に細分化され、改善さ

れるのは沿岸においてであるし航行可能の河

川の両岸である。

　その経済発展についての分析においてスミ

スは、学習過程を通じての知識の拡散が発展

の基礎であることを認識していた。特定の技

術の発展は分業にとって本質的なものである。

この情報の仮定は労働の生産力の増大および

資本蓄積を刺激する。

　また、メロディによれば、マルクスは資本

主義の進化におけるコミュニケーションシス

テムの役割についてしばしば論及している。

彼はしばしばコミュニケーション手段の改善
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が、異なった場所の労働者間の競争を促進し、

ローカルな競争がナショナルなものに変化す

る、という事実に関心を払っている。マルク

スは情報それ自体における市場の発展を予示

していた。（１０）

　さらにメロディは新古典派、制度派および

シュムペーターらの考え方を次のように要約

している。まず新古典派について「新古典派

は、その分析的装置を精緻化するさいに『完

全な情報』あるいは『完全な知識』の仮定を

おいた。それによって静的分析の基準を制限

し、長期的な資本蓄積および時間を超えての

経済成長という根本的な動的問題および情報

の変化、テクノロジーおよび制度という条件

は単に考察から排除された。」（１１）と述べている。

　さらに制度派経済学とケインジアンについ

て「制度派経済学者と大部分のケインジアン

はスミス、マルクスおよび古典派経済学者の

伝統の中で進んできた。彼らは経済における

情報およびコミュニケーションの問題が制度

的な構造の重要な側面であると認識される分

析的枠組みのなかでの経済の長期的な発展を

吟味した。不完全な情報はケインジアンの分

析の統合的な部分を形成している。・・・ケイ

ンジアンの分析は、しばしば意思決定者が現

実に分析における重要な要因として依存して

いる現実の世界の情報という欠陥を考えてい

る。」（１２）

　またシュムペーターについては「シュム

ペーターは資本主義の長期的な原動力につい

て、経済的、社会的および政治的制度の変化

をもたらす主要な影響力としてテクノロジー

の変化のもつ「創造的破壊」に焦点を合わせ

た。シュムペーターは現在の進化におけるイ

ノベーションおよび拡散の過程を説明に向け

られた研究分野の拡大を生んだ。そこにおい

ては情報の拡散が重要な役割を演じていた。

このことはイノベーションや新しいテクノロ

ジーのイノベーションを刺激する新しい知識

の蓄積を促進する科学およびテクノロジー政

策の研究を導いた。シュムペーターの研究は

制度派経済学とはしばしば関連付けられな

かったけれども、同様な理論的枠組みの中で

作用している。」（１３）

　たとえば、ヴェブレンは消費者選好が情報

環境により学習され条件づけられるというこ

とを強調したし、供給条件が主として技術的

変化のもっている制度的な含意により決定さ

れる、ということも強調した。ヴェブレンは

制度的経済分析のためのその全体的な分析的

枠組みを確立する際に、需給双方に適用され

た情報に関する新古典派理論の基本的な仮定

を拒否した。この一般的な全体的な分析的枠

組みの中で社会の制度的構造内に蓄積され共

有された情報は、需給の状況についての主要

な決定要因となると考えた。

　また、ジョン・Ｒ・コモンズは分析を政府

の規制を通じての制度的改革まで包含した。

すなわち、「個人的行動の制約、解放および拡

大における集団行動である」とした。彼は直

接多くの社会的改革の企画や苦労してそれら

の改革の基礎となる本質的な経験的な情報を

収集することには関わったけれども、実際に

その制度的分析における主要な要素として情

報の状態に直接焦点を合わせることはなかっ

た。（１４）

　社会における不平等を説明するものとして

情報不足が挙げられるけれども、現代の多く

の制度主義者にとって社会における情報構造

は、その研究の主要な問題ではない。

　メロディは、ここでハロルド・イニスを採

り挙げる。というのも、イニス（Harold 
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A.Innis, １９８４-１９５２）は制度的分析に基づき社

会科学への進化論的経済学、情報およびコ

ミュニケーションの完全な統合を目指した数

少ない経済学者である、と考えられたからで

ある。

　彼の研究は大きく３つにわけることができ

る。１９２０年代はカナダの経済史についてで

あった。次いで彼は機械化されたコミュニ

ケーションの発展の影響について着手した。

印刷、出版およびラジオによるマスコミュニ

ケーションから始めた。最終的に彼は研究領

域を文明の発展におけるコミュニケーション

の歴史の研究にまで拡げた。彼は拡大しつつ

ある「絶対的な支配権」（empires）を持って

いる特にコミュニケーションシステムの役割

に焦点を絞った。彼はどんな社会でもコミュ

ニケーションメディアが社会的組織の形態に

非常に影響を与え、それにより個人的組織の

パターンにも影響を与えるということを主張

した。（１５）

　彼のコミュニケーション理論は二つの主題

に分けられる。すなわち印刷されたものや言

葉により伝えられる時間に結びついているメ

ディアとラジオ、テレビや新聞などのように

空間に結びついているメディアである。『絶

対的な支配権とコミュニケーションとコミュ

ニケーションの偏り』という著書においもイ

ニスは、同様な視点から考察を加えている。

　どんなコミュニケーションメディアも時間

の拡張あるいは地理的な空間の拡張に関する

コントロールを容認する傾向において「偏っ

ている」（biased）という。彼はコミュニケー

ションシステムおよび情報システムは古代文

明においては羊皮紙、粘土、および石といっ

た耐久性があったり輸送しにくいものが使わ

れていた、という。これらの特徴は時を経て

伝えられるが空間を超えてではない。これら

のシステムは時間的にバイアスを持っている

（time biased）。紙は軽くて耐久性はないが合

理的な時間で輸送しやすい。（１６）

　文化的な観点では、時間にバイアスをもつ

メディアは慣習、連続性、共同体、歴史的、

宗教的および道徳的を強調する伝統的な社会

と結びついている。時間にバイアスをもつコ

ミュニケーションシステムは、豊かなオーラ

ルコミュニケーションと豊かな洗練されたラ

イティングテクノロジーをもつ社会に見出す

ことができる。そこではアクセスがわずかな

特権を持つ人々に限定されている。

　これに対して印刷、電話、ラジオおよびテ

レビという近代のメディアという空間にバイ

アス（space biased）をもつコミュニケーショ

ンおよびインフォメーションシステムは、現

在および将来に対する方向性をもっており、

絶対的な支配権の拡大および政治的権威の増

大、長い年月にわたる制度の創造および科学

や技術的知識の成長に対する方向性をもって

いる。それらは非常に効率的である情報交換

およびマスコミュニケーションのシステムの

確立により特徴付けられているが、オーラル

な伝統のもっている豊かさ、多様性および柔

軟性を移行することはできない。

　イニスは経済制度とコミュニケーションお

よび情報システムの間の高度な相互依存を認

識している点で同時代人のなかではユニーク

な存在である。彼はコミュニケーションのパ

ターンと情報のフローが経済発展にとって中

核的なものである、と述べている。（１７）

　彼はコミュニケーションテクノロジーが経

済システムにおける大部分のその他のテクノ

ロジーに対する障壁を形成する、と主張する。

それと同時に彼は経済的誘因と市場の諸力が
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コミュニケーションパターンや情報のフロー

に強力な影響を与える、ということも認識し

ていた。それはどんな現実的なコミュニケー

ションおよび経済発展の分析においても無視

できないものである。

　近年において、経済学とコミュニケーショ

ンおよび情報制度との交差（インターセク

ション）を直接研究している経済学者は非常

に多くはないが、ハーバート・Ｉ・シラーお

よびダラス・Ｗ・シムズをあげることができ

る。シラーは新しい情報およびコミュニケー

ションテクノロジーとして展開し始めている

社会制度における進化論的変化について多く

の論文を著している。彼は情報およびコミュ

ニケーション制度の変化と経済および政治的

発展の間の関連を吟味してきた。またシムズ

はコミュニケーションの経済学研究のパイオ

ニアだが、消費者選好を創造し条件づける際

のマスメディアの役割に特に関心を払ってき

たし、あらゆる種類の経済理論に対するその

重要性を吟味してきた。（１８）

Ⅴ　情報と市場

　制度的分析において情報のコンセプトは区

別されておらず、独立しておらず、経済概念

と並んでいる。むしろそれは、制度主義者に

より用いられた大部分の経済的概念の統合的

な部分となっている。情報は「テクノロジー」

「消費者選好」といったすでに見てきたように

重要な概念を含んでいる。

　このことは経済分析における最も重要な概

念のひとつである「市場」に言及することに

よって説明できる。市場の一般的な定義は売

手と買手の間の交換機会の規定である。交換

なしに、あるいは取引なしには市場は存在し

ない。この全体として非常に単純化された分

析、新古典派理論の典型は市場のいくつかの

表面的な特徴および計算の方法に焦点を合わ

せているが、市場の制度的基礎や市場の多く

の重要な構造的局面を無視している。そのす

べてが究極的な市場交換にとっての根拠を作

る本質的なものである。（１９）

　交換は商品やサービスが取引される場合に

のみ起こり得る。取引は所有権を必要とする。

すなわち、取引される商品において強く主張

しうる所有権である。取引されうる商品にお

ける財産権の固有な特徴は過去数世紀にわた

り非常に変化してきたし、異なった諸国間で、

また、諸国内の地域により今日でも変化して

きている。交換される非常に多くの商品や

サービスは、そのために彼あるいは彼女がど

んなに満足しようとも、その財産の所有者に

対してすべての自由を伴うことはない。地域

の規制、生産物安全基準および文化的規範は

取引条件に関する何らかの制限を説明する。

　コモンズは市場交換の概念をより深く吟味

し、市場交換を統計的加工品よりもむしろ社

会的関連として扱うことによってより豊かな

ものにした。彼は社会的関連を単なる交換と

いうよりもむしろ「取引」（transaction）と定

義した。（２０）それによって抽象的な実在よりも

交換に関係している現実世界の意味を重要な

事柄として捉えた。関係しているものは

「ゴーイング・コンサーン」であり、一組の

「ワーキングルール」に従って所有権の交換に

従事している。ワーキングルールは他人との

取引において、市民に対して権利と義務から

なるシステムを細かく記している。コモンズ

の研究の大部分は「取引」の本質と決定因子に

ついての詳細な情報を収集することに向けら

れていた。次に経済的な問題はワーキング

ルールと所有権に埋め込まれた権利と義務の
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基礎となっている構造を変化させるための法

的なあるいはその他の手段をとることによっ

て扱われる。コモンズは表面的敵な徴候より

もむしろ市場の制度的基礎を研究していた。（２１）

　コモンズの分析は、もしもコモンズがより

多くの関心を情報的次元に払ったならば豊か

なものとなったかもしれない。というのも、

新古典派の「交換」概念とコモンズの「取引」

概念の持つ情報的側面の相違点が重要である

からである。情報が市場「交換」と結びつい

ている新古典派理論は本質的に価格情報に限

定されている。市場「取引」は、すぐには役

に立たないより多くの情報を含むし、それゆ

えに交換概念によって認識されていない。

　ここでメロディはハイエクの所説を採り挙

げる。（２２）ハイエクは１９４５年のゼミナールの論

文「社会における知識の利用」において、市

場の優位について事例を挙げている。その内

容は、人々の計画が基づいている知識はそれ

らに対してコミュニケートする様々な方法は

経済プロセスを説明するどんな理論にとって

も決定的に重要な問題である、というもので

あった。すべての人々の間に散らばっている

知識を利用する最善の方法はすくなくとも経

済政策あるいは効率的な経済システムを企画

する場合の主要な問題の一つである。

　ハイエクのいう最も効率的なシステムとは

「より完全な利用は既存の知識から成り立っ

ている、ということをわれわれが予期し得る

という問題に主として依存している。」必要と

される知識は個々の売手と買手の特定の環境

に関して詳細かつ体系的ではない。価格シス

テムの長所は、たえず変化する環境の下で

日々意思決定する無数の個々の売手と買手を

反映しているすべてのこれらの詳細な非体系

的な情報を捉え、コミュニケーティングする

メカニズムである」ということである。

　ハイエクは個人の選択、選考、環境および

かれら自身の最善の利害を極大化するための

能力について個々の売手と買手に関しては完

全な知識を仮定している。彼は個々の売手や

買手がその他すべての売手や買手について、

ハイエクが提示した問題は、つまり、諸個人

が経済における資源を配分するために自分自

身の環境を最も効率的にする「完全情報」を

いかに使うかということであった。しかし、

ハイエクが主張する市場に対する優位さは完

全競争市場という状況に対してのみ適応でき

る。市場が不完全な場合、諸個人は彼ら自身

の利害にもっとも役立つ十分な情報を持つこ

とがない。

　さらに独立した原子主義の意思決定の仮説

は真空状態においてなされる個々の選好に基

づいており、経済におけるその他の諸個人、

制度および発展により影響されないハイエク

の仮説は中心的な計画に帰属する同じ情報の

複雑性の問題により無効になることから彼の

市場代替性を必然的に遠ざけている。さらに

ハイエクは社会的制度に対する一般的な機能

である非価格情報を調整するという問題を取

扱っていない。また彼はある環境下で集団的

意思決定が個人的意思決定の合計よりもすべ

ての個人にとってより良い結果を生むという

可能性を考慮していない。ハイエクは明らか

に資源配分の最も効率的なシステムとしての

市場の優勢性を証明していない。ハイエクは

市場価格を通じてのあるタイプの情報を調整

する優勢性を協調する問題の一つの側面に関

心を払ってきた。

　しかしハイエクの本当の貢献は制度的な構

造における情報役割と特徴に関する長期的な

経済的論争における議論に焦点を当てたこと
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である。この問題の決定的に重要な側面は、

しばしば殆んど無視されている、ということ

である。（２３）

　また、ウィリアムソンについては、彼はそ

の取引費用の概念をコモンズから引き出した

ということおよびその分析が「新しい制度派

経済学」を代表しているということを主張し

ているけれども、そのコンセプトは市場取引

が自由ではない（伝統的な新古典派理論の仮

説である）ということの認識以上のなにもの

でもない。彼の理論はいかなる経験的な検証

もしないし、公的計画対私的計画の相対的な

メリットについても論じない、とかなり否定

であるが（２４）彼の論拠はテクノロジーが進んだ

経済における市場取引の情報およびコミュニ

ケーションの特徴についての仮説に基づいて

いる。この問題の情報およびコミュニケー

ションの側面は制度派経済学からの関心を確

かに必要としている。

Ⅵ　情報社会における情報のいくつかの

特徴

　メロディは近年の経済社会の趨勢について

次のようにいう。「社会は工業的資本主義か

ら情報に基づく経済へ移行しつつあるといえ

る。事実詳細な調査は確かに社会が常に情報

に基づいてきた、ということを示している。

最も原始的な部族にいて口伝は豊かな情報で

ある。近年におけるさまざまな変化が主とし

て市場における情報の特徴に現れている。ま

ず第一に徹底的に削減された単価での情報を

生み、加工し、移転させるテクノロジーは情

報を供給する能力における大躍進をもたらし

た。第二に現実の経済市場においては多くの

種類の情報が非常に高い交換市場価もってい

たが、これまで公的な市場システムを通じて

供給されてこなかった、ということがわかっ

た。有益でなかったために過去において探求

されていない多くの新しい種類の情報に対す

る研究をすることが今や有益となった。以前

は市場の外にあり、経済活動には含まれな

かった情報が今や市場に引き込まれてきてい

る。」（２５）

　情報市場の急速な発生はコンピュータとテ

レコミュニケーションテクノロジーにおける

進歩の相互作用により可能となった。コン

ピュータ産業の進歩はだんだんと発生する

データのコストを減少させることによって市

場の厳しい限界を押しのけてきた。テレコ

ミュニケーションの進歩はグローバルマー

ケットを取巻く広範囲にわたる地理的限界を

押しのけた。しかしながら情報が生じ処理さ

れ、それが及ぶインフラストラクチャーを与

える新しいテクノロジー設備システムの持っ

ている経済的含意とその設備システムにより

与えられる内容である情報サービスそれ自身

とを区別することは重要である。

　狭い経済的意味においてコンピュータシス

テム設備、衛星、光ファイバーケーブル、

ターミナルなどは、その他の生産あるいは製

造過程ほど生産過程としては何ら異なってい

ない。システム設備に重要性を与えるのは情

報サービスが与えられるからである。それゆ

えにシステム設備の効率は与えられる情報

サービスの効率に影響を与える重要な要因で

ある。効率的な設備システムを持っている国

家は大部分の情報サービスが交錯するグロー

バルな情報市場での競争において主要な優位

性を得るだろう。（２６）

　ひとたび情報が発生すると、それを複製す

るコストは最初にそれを生んだコストよりも

はるかに低い。一人のユーザーによる情報の
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消費は、その他の殆んどすべての資源や製品

の場合に生ずるようにそれを破壊しない。

残った情報はその他のひとによって消費され

る。唯一の追加コストは同一の情報をもたら

すことに関連している。また、浸透が一定の

水準に到達すると増殖効果が多くタイプの情

報に関して作用し始める。それゆえに、知識

のストックに付加されるコストは非常に大き

いけれども、社会からその他の社会への情報

の拡散において一般的に非常に重要な経済が

存在する。この相対的にローコストの情報の

複製の経済的特徴の含意は、たとえば知識の

拡大のような、ある状況においては非常に有

益であるが、特定の問題やその他の状況下で

の困難さを創造する。（２７）

　メロディによれば「工業的および商業的生

産過程にインプットされる源泉として重要な

情報の大部分は、ある企業の製品の購買者の

行動、ある企業のその他の資源サプライヤー、

競合他社、政府の規制等の「内的」知識を与

えようとする専門的な情報である。一般的に

ひとたびそのような情報がすべての利害ある

関係者に知られるようになると、その経済的

価値は徹底的に消えてしまう。」（２８）

　限定された顧客の私的消費のための専門的

な情報サービスは毎日生まれている。それら

は多国籍企業集団に関する国際市場の詳細に

ついての調査研究から特定の消費者、競合者、

労働組合、あるいは特別な取引のための政府

の調整局の交渉力の強さについての信頼でき

る評価にまで及んでいる。

　したがって、このような情報のローコスト

の複製―普通もっとも手近なコピー機を使う

コスト―および相対的な情報を盗むことの容

易さ、それは情報の物理的な除去を必要とし

ないから、そのような情報の価値は極端なセ

キュリティーなしには非常に希薄である。社

会を通じての知識の拡散を促進する同じ情報

の複製の経済は多くの種類の特定の知識の

もっている経済的価値を急速に破壊すること

を導く。（２９）

Ⅶ　最終消費者生産物としての情報

　最終的な消費者生産物としての情報の特徴

は、どのタイプの情報が望まれているのか、

どんなユーザーにより、どんな目的のために

か、によって変わる。現在進行中の恐らく情

報市場の最大の潜在的な発展は限定された

データに対してである。メロディによれば、

それは大きく分けて３つのタイプに分けられ

る。すなわち「（１）例えば、買物選択をする

さいの意思決定を促進する（２）例えば、銀

行のような特定の活動の仕事をより効率的に

する、さらに（３）たとえば、ビデオゲーム

のような娯楽の新しい形態を提供するといっ

たことである。特定のデータバンク、コン

ピュータプログラムおよび進歩したテレコ

ミュニケーションの結合は私的消費のための

特定の情報に市場を通じてアクセスすること

を個人に可能する。そのようなシステムの促

進および拡張という活動のための経済的誘引

は非常に大きく、すでに確立されたシステム

に対して購読者を追加する単価を劇的に減少

させる。」（３０）

　また新しいテクノロジーは特定のユーザー

のための詳細な個人情報の特定のデータバン

クの創造を可能にする。多くの場合、もしも

情報へのアクセスが限定されていたならば、

この情報の市場価値は大きい。多くの政府は

すでに情報市場の進歩が人々の個人的生活の

詳細に入ってくることを制限するため、また

クレジット、医療および税金のファイルのよ
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うなある種のでデータバンクへアクセスする

条件を規制するための手段を講じている。

　もっとも普及しているテレビによって説明

される大衆娯楽市場はいくらか異なった特徴

を帯びている。情報複製経済は非常に実在的

である。すでに作成されたプログラム情報を

コピーするコストはわずかである。そして少

数の視聴者よりも多くの視聴者に役立つこと

によりコストは非常に小さくなる。衛星に

よって、より多くの場所へ送信する追加的費

用は受信ターミナルのコストを減少させる。

新しいテレコミュニケーションテクノロジー

により現存する情報をコピーする経済は次第

に巨大になりつつある。さらに大衆娯楽情報

の市場価値は、この情報へのアクセスを制限

することにではなくて、それを促進すること

に基づいている。時々存在する制限は市場の

範囲を制限するためよりも、むしろ自由裁量

価格を通じて利益を極大化するための手段で

ある。（３１）

　大衆あるいは大量情報の特定の形である

ニュースは大衆娯楽と非常に類似した経済的

特徴をもっている。主な違いは大部分の

ニュースの経済的価値のもっている時間的感

覚と大部分のニュースが新聞やテレビ局のよ

うなディストリビューターに対してニュース

エージェンシーによる中立的な生産物として

販売されている、という事実である。

　メロディによれば情報市場は二つのカテゴ

リーに分けることができる。「（a）最大の市場

価値が最大の情報の分散によって達成される。

（b）最大の市場価値が主として情報の希少性

を価値あるものにし、特定の情報の独占を求

める特定のユーザーへの情報提供によって達

成される。」（３２）前者は主として大量消費のため

に大衆に与える情報に代表され、娯楽テレビ

が挙げられる。後者は対抗関係にある利害者

に関して価値のある差別的な知識を与える特

定の情報の発生により代表される。オリジナ

ルな情報を生み出すコストの増加および以前

からあるすでに低いレベルの情報を複製する

コストの減少に伴い、地球的な基準で現存す

る情報の市場を拡大するための経済的誘因は

増加している。市場がある情報の独占の創造

に基づいている第二のカテゴリーは情報を複

製する低いコストによりあまり影響を受けな

い。

　商品として情報についてメロディは次のよ

うに言う「商品としての情報は非常に微妙で

ある（tenuous）。情報の品質は本質的に変化

する。また、品質管理は不可能である。確か

に受け取る情報が正しいく正確なものである

かどうか前もって知ることは不可能である。

もしも知ることができたならば、その情報を

買うことはないだろう。多くのタイプの情報

は入手後にさえその品質を評価することは不

可能である。市場性のある商品としての情報

の固有の特徴のため不注意に集められた、偽

りの、誤解を招くような、偏った情報の持っ

ているリスクは増大する。商品として情報を

取巻く市場の拡大は誤った情報の陰に隠れた

市場もオープンする。意思決定者にとって価

値のあるきちんとして情報が多くなればなる

ほど、ひどい誤った情報も多くなりうる。」（３３）

　最後にメロディは公共政策問題に触れてい

る。彼によれば、多くの個人や組織は情報お

よびコミュニケーションセクターの急速な拡

大から本質的に便益を得ることができるが、

すくなくともあるものは相対的および絶対的

な見地から不利益である。大量利用者に必要

とされる大量の新しい情報サービスをより効

率的にするISDNの技術水準まで電話システ
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ムはアップグレードする。しかし、少量利用

者やローカル電話サービスのみを必要とする

ユーザーにとってはより高価となるかもしれ

ない。（３４）

　さらに「情報市場の特徴は発展途上国への

コンピュータおよびテレコミュニケーション

テクノロジーの移転に関連した特別の問題を

生む。市場の誘因は国内および国際的な情報

サービスのコミュニケーションの双方のため

のインフラを確立するために発展途上国に新

しいテクノロジー設備・システムを販売する

ことである。テクノロジーが進んだ諸国にお

いて確立している情報の基礎を与えれば、ま

た、新しい情報サービスを確立することを主

導すれば、情報のフローは予測できる。しば

しば広告を伴うテレビ番組のような最終的な

消費者情報は先進国から発展途上国へと普及

しがちである。情報の独占の結果として価値

を創造する専門的な情報市場は、発展途上国に

ついての支配的な情報のフローを先進国や多

国籍企業にもたらしがちである。情報市場の

これらの状況は専門の情報にアクセスしてき

た組織による経済財やサービスの全領域に関

して発展途上国市場への浸透を促進する。」（３５）

公共政策に主要な問題は、情報およびコミュ

ニケーションセクターの発展が社会における

階級分割を悪化させないということおよびそ

のベネフィットがあらゆる階級間に広がる、

ということを確実にする方法を見出すことで

ある。これは「公益」およびパブリック・サー

ビスについての新しい概念および操作的定義、

社会政策の要求の新たな解釈および効果的な

手段のための新しい制度的構造のデザインを

必要とする、といえよう。

　これまでの要約としてメロディは次のよう

に言う。「情報の概念は、あらゆる種類の経

済問題にとって、また経済理論にとって中核

的である。大部分の状況で情報の問題は公式

には認識されていない。というものそれらが

より身近な経済的概念の統合的な部分として

埋め込まれているからである。世界を通じて

今や実行されつつある情報およびコミュニ

ケーションにおける急速な改良は、社会の経

済的、政治的、社会的および文化的制度にお

ける根本的な変革の前兆となっている。機械

化された情報およびコミュニケーションの重

要性の増大およびそれらが可能にするグロー

バルマーケットは、あらゆる思想を持つ経済

学者により注意深く理論の情報という次元を

吟味せざるを得なくする。」（３６）

Ⅷ　メロディの所説の検討

　これまで見てきたようにメロディは情報お

よびコミュニケーションについて、現代およ

び将来における情報およびコミュニケーショ

ンというものがこれまでそれほど意識されず

に殆んど検討の対象あるいは理論の中心にお

かれてこなかったことを指摘する。そしてこ

れまでの主要な経済学の諸学派の考え方を検

討にすることによりその前提・仮説を検証し、

その限界を指摘してきた。そしてヴェブレン

ら制度派経済学の方法論に今後の可能性を見

出している。というのも、社会的、文化的、

経済的な制度の中には共有されている情報の

特徴が反映されている、と考えられるからで

ある。また情報の特徴は、すべての社会的お

よび経済的なプロセスの根底にある知識の状

態を決定しているといえるからでもある。

ヴェブレンが関心を抱いたものは、消費者選

好や市場制度の形式的な性質ではなくて、む

しろ経済行動に影響を及ぼす「支配的な思考

習慣」すなわち「制度」に他ならなかった。
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従って情報やコミュニケーションを分析する

うえでも、ヴェブレンらの制度的なアプロー

チは有効性を持っていると考えることができ

よう。

　しかしメロディの所説に全く問題がないわ

けではない。たとえば「制度派経済学者と大

部分のケインジアンはスミス、マルクスおよ

び古典派経済学者の伝統の中で進んできた」

というが、制度派経済学者特に創始者のヴェ

ブレンは従来の経済諸学派の批判的検討を通

じて独自の経済学を構築していったことはよ

く知られており、（３７）この点においてメロディ

の指摘は正しくない。また、制度を問題にし

ながらヴェブレンの独自の制度論に対する言

及が殆んど全くないことも納得できない。ま

た制度学派の建設者の一人であり、ヴェブレ

ンの弟子であるミッチェル（W. C. Mitchell）

にも全く言及していない点も同様である。

　今後経済のデジタル化が進むにつれて情報

およびコミュニケーションの問題は今まで以

上に重要性を増してくると思われるが、メロ

ディが指摘しているように制度派的なアプ

ローチの重要性および有効性を明らかにする

ためには、回り道であるかもしれないが一度

ヴェブレンにまで遡り「制度派経済学とは何

か？」また「制度主義的アプローチとは何

か？」を明らかにすることが急務といえよう。

（１）たとえば、マーケティングの領域においても同

様なことが指摘できる。フィリップ・コトラー、

ディパック・C・ジェイン、スヴィート・マイシ

ンシー著、訳者有賀裕子、解説恩藏直人『コトラー

新・マーケティング原論』翔泳社、２００２年７月９

日初版第１刷発行。

（２）William H. Melody “Information : An Emerging 

Dimension of Institutional Analysis”, Evolution-

ary Economics VolumeⅠFoundation of Institu-

tional Thought, edited by Mark R. Tool（New York : 

M. E, Sharpe, INC）１９８８,pp３６１-３８７.

　　メロディの最近の研究としては次のようなもの

がある。“Designing Utility Regulation for ２１st Cen-

tury Markets”, in E. Miller and W. Samuelson, ed., 

The Institutionalist Approach to Public Utility 

Regulation. Michigan State University Press

（２００２）.  The Triumph and Tragedy of Human 

Capital: Foundation Resource for the Global 

Knowledge Economy. Delft University Press

（２００２）.

（３）わが国おける制度派経済学に関する最近の業績

としては次のものが挙げられる。宇沢弘文著

『ヴェブレン』岩波書店、２０００年１１月２８日第１刷発

行。佐々野謙治著『ヴェブレンと制度派経済学－

制度派経済学の復権を求めて―』ナカニシヤ出版、

２００３年１０月２０日初版第１刷発行。および高　哲男

著『現代アメリカ経済思想の起源』名古屋大学出

版会、２００４年２月２０日初版第１刷発行。

（４）Melody, op. cit., p３６１.

（５）Ibid., p.３６２.

（６）Walton H. Hamilton, “Institution” Encyclopae-

dia of the Social Science, ed by E. R. A. Seligman 

and A. Johnson, vol.８, pp８４-８９.

（７）Thorstein B. Veblen, The Place of Science in 

Modern Civilisation and Other Essays（New 

York : Huebush）１９１９,p.２３９. またミロウスキーは

「社会的に構築された普遍的なものである」と制度

を見做している。（G.M.ホジソン著　若森章孝、

小池渺、森岡孝二訳、『経済学とユートピア―社会

経済システムの制度主義的分析』ミネルバ書房、

２００４年１月３０日初版第Ⅰ刷発行、１８１ページ）.

（８）Melody, op.cit., pp３６３-３６４.

（９）Ibid, p.３６６.

（１０）Ibid., p.３６７.

（１１）Ibid., p.３６７.

（１２）Ibid., p.３６８.

（１３）Ibid., pp.３６８-３６９.シュンペーターと制度派経済

学（進化論的経済学）の関係については、たとえ

ば、次の文献を参照されたい。ジェフリー・M・
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ホジソン著、西部忠監訳、森岡真史・田中英明・

吉川英治・江頭進訳『進化と経済学　【経済学に

生命を取り戻す】』の１０章「ジョセフ・シュンペー

ターと進化過程」（２１３-２３２ページ）。およびリ

チャード T.ギル著安井琢磨　熊谷尚夫監修、久保

芳和訳『現代経済学叢書　経済学史』昭和５３年６

月３０日第１４刷発行、９８-１０６ページを参照されたい。

（１４）Melody, op.cit., p.３６９.コモンズについては伊藤

文雄著『コモンズ研究―産業民主主義への道―』

同文舘出版株式会社、昭和５３年５月３１日３版発行

を参照されたい。

（１５）Ibid., p.３７０.　イニスの著作の主なものとして

は次のものがある。A History of Canadian Pa-

cific Railway（１９３２）, The Fur Trade in Canada: 

An Introduction to Canadian Economic History 

１９３０）, Political Economy in Modern State（１９４６）

, Empire and Communications（１９５０）, The Bias 

of Communication（１９５１）, The Strategy of Cul-

ture（１９５２）,  Essays in Canadian Economic His-

tory（１９５６）.

（１６）Ibid., p.３７１.

（１７）Ibid., p.３７１.

（１８）Ibid., p.３７２.

（１９）Ibid., p.３７２.　たとえば坂井素思は、その著『産

業社会と消費社会の現代＝貨幣経済と不確実な社

会変動＝』の中で市場の特徴について次のように

述べている「第一に、市場では価格メカニズムが

形成される特徴がある・・・・第二に市場の調整

メカニズムは、需要者間の競争と供給者間の競争

の上に成り立っているという特徴がある。・・・

第三に、市場制度の特徴としてもうひとつ注目す

べきなのは、情報の在り方として分権的であると

いうことである。」財団法人放送大学教育振興会、

２００３年３月２０日第１刷、８０-８１ページ。

（２０）取引費用とは交換を交渉し、測定し、執行する

費用といえるが、新古典派経済理論では取引の過

程で費用がかからないと仮定している。ロナル

ド・コースは１９６０年に発表した論文の中でコース

の定理を表した。（Ronald H. Coase, “The Prob-

lem of Social Cost.” Journal of Law and Econom-

ics, vol.３, October １９６０, p.１５.）.この定理は取引費

用がゼロの世界では効率的な結果が常に成立する

ということである。また、このコースの定理は経

済における制度の役割に直接関係している。この

点については、ティモシー・J・イェーガー著、青

山繁訳『新制度派経済学入門・・・・制度・移行

経済・経済開発・・・』東洋経済新報社、２００１年

３月２７日発行、３３-４４ページを参考にした。

（２１）Melody, op.cit., p.３７３.

（２２）Ibid., pp.３７４-３７５.ハイエクの基本的な考え方に

ついては次の文献を参照されたい。トニー・ロー

ソン著、八木紀一郎訳『経済学と実在』日本評論

社、２００３年１０月１０日第１版第１刷発行、１５１－１７０

ページ。

（２３）Melody, op.cit., p.３７７.

（２４）Ibid., p.３７７.

（２５）Ibid., pp.３７７-３７８.

（２６）Ibid., p.３７８.

（２７）Ibid., p.３７９.

（２８）Ibid., p.３７９.

（２９）Ibid., pp.３７９-３８０.

（３０）Ibid., p.３８０.

（３１）Ibid., pp.３８０-３８１

（３２）Ibid., p.３８１.

（３３）Ibid., pp.３８２-３８３.

（３４）Ibid., p.３８３.

（３５）Ibid., p.３８４.

（３６）Ibid., pp.３８４-３８５.

（３７）ヴェブレンの正統派経済学およびマルクス経済

学についての見解は小原敬士著『ヴェブレンの社

会経済思想』岩波書店、昭和４１年３月２５日第１刷

発行、７８-１２５ページ。松尾博著『ヴェブレンの人

と思想』ミネルヴァ書房、昭和４１年６月２９日第１

刷発行、８１-１２４ページ。中山大著『ヴェブレンの

思想体系』ミネルヴァ書房、１９７４年５月２０日第１

刷発行、１１７-２４０ページ。などを参照されたい。

また経済思想と制度派経済学に関しては、田中敏

弘著『アメリカ経済学史研究―新古典派と制度学

派を中心に―』晃洋書房、１９９３年１１月１０日初版第

１刷発行および『アメリカの経済思想　建国期か

ら現代まで』名古屋大学出版会、２００２年２月２５日

初版第１刷発行が有益である。
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